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弄毎やつだね　　　敬老会で

（亙≡∋宝器誉）
人　　口　　　16．259人（＋37）

男　　　　　7，797人（＋23）

女　　　　　8，462人（＋14）

世常数　　　　4．617声（＋11）
転　入　96人　　　転　出　56人

出　生　9人　　　死　亡　12人

＊10月　の税金＊

町　県　民　税（第3期）
納　期　10月16日一10月31日

町税の納税は便利な口座振替で……‥遠賀郡農協遠賀支所、

遠賀信用金庫、福岡銀行、西日本銀行芦屋支店、福岡相互銀行

の窓口でお申し込みください。
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肖　老齢基砲車金　川　障害基礎年金　掴　遺族基礎年金　総

◎　25年以上の加入期間がある

人に、65歳から

〇年全額　622，800円

ただし、この額は20歳から

60歳まで40年間納めた場合の

領です。

保険料を納めなかった期間

がある人は減額されます。

◎　加入者が障害者になったと

き（20歳前の障害者には20歳

から）

○年金額1級乃8，500円

2級622，800円

加算：18歳未満の子がいると

きは、

第1子、2子186，800円

第3号から　62．300円

り　付加保険料400円を納めれば老齢基礎年金に上積み畠

睦萱の額獅×付加保醐め撒日
面∴∴25年以上加入の夫が老齢基礎年金などを受けずに死亡窟

詰　したとざ残された妻に60歳から65歳までの間支給され黒

緑　ます。　　　　　　　　　　　　　鋤
け　○年金額∴第1号被保険者としての加入期間が25年以上篤

圧死講書醗年金額×4分の3∴　韓

◎　加入者または老齢基礎年金

を受けられる人がなくなった

とま18歳未満の子がいる妻

または18歳未満の子に（障害

のある子は20歳未満）

○年金額　622．000円

加算：18歳未満の子などが

いるとき

第1号、2子186，800円

第3号から　62，300円

匠∈薬∋“二王‘ヨ買≡’∈∋‘巳藍色く三日ggl＝雪‘gge色で重く＝∈く＝3－∈重く量⊂貫くさeeeに垂訓司∴（耐雪・王・三重をこす∈三・日・…きく主1三g白色∈暮雪gee色．≡∋暮∈

睦警ど（第1号搬険者）の人は用量マ握・遣

厚生年金や共済年金に加入している人は

国民年金にも同時加入となりますので、将

来国民年金から基礎年金を受けとるととも

調　保険料を3年以上納めた人が死亡した場合に基礎年金情、（謀議慧器器諾
轡　を受けられないときなど：その遺族に支給されます。

鮨　03年以上100）000円から、35年以上200仰円まで　川
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は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
日
頃
持
っ
て
い
る
な
や
み

や
萱
を
出
し
て
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
次
の
日
種
で
行
政
相
談
（
心
配
こ

と
相
談
圭
昂
）
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
1
0
月
ェ
3
日
（
月
）

1
0
時
～
1
2
時

ュ
3
時
～
1
6
時

▽
会
場
∴
公
民
館
別
館

遠
賀
町
の
行
政
相
談
員
は
木
守
の
木
村
栄

さ
ん
で
す
。
＄
（
2
9
3
）
0
1
8
2

行
政
相
談
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総

務
庁
九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
相
談
課
へ

穂
0
9
2
（
4
3
1
）
7
0
8
1
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－
ヽ
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）
　
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
〝

（
　
　
　
　
　
「
人
権
」
を
考
え
る
㈲

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
国

が
設
け
た
制
度
で
す
。

役
所
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
草
に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
、
こ
れ
で
は
困
る
、
な
ど
の

と
き
に
は
行
政
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

十
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
一
週
間

来
春
卒
業
の
人
に
合
同
会
社
説
明
会

八
月
二
十
五
日
号
で
、
同
和
問
題
解
決

の
た
め
の
中
心
的
課
題
は
、
「
法
の
も
と

に
馨
」
の
堀
罷
も
と
つ
い
て
、
人
権

尊
重
の
構
神
を
貫
き
、
義
則
の
な
い
明
る

い
世
の
中
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と
申
し

ま
し
た
。

つ
き
に
、
日
本
人
の
人
権
意
識
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

婚
し
よ
う
と
す
る
男
女
の
家
名
が
ど
う
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
た

ひ
た
び
あ
る
こ
と
は
こ
存
知
の
こ
と
と
恩

態
法
二
十
四
条
に
、
「
婚
姻
は
、
雨
蛙

の
合
意
の
み
に
塞
い
て
成
立
す
る
。
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
身
分
制
度
は
、
結

す。い
ま
す
。

福
岡
県
と
福
岡
県
地
場
産
薬
人
材
確
保
対

舘
憶
説
会
（
人
材
協
）
で
は
、
大
学
、
短
大

嵩
重
畳
賽
卒
業
す
る
人
を
対
象
に
、
企
業

と
学
生
と
が
直
接
商
談
す
る
「
合
同
会
社
説

明
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
撃
加
く
だ
さ
い
。
（
大
路
無
料
、
参
加
自

由）

椙
同
会
場

▽
日
　
時
　
ュ
0
月
韓
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
ュ
7
時

▽
会
場
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
（
福
岡
繊

維
会
館
）
8
階
ホ
ー
ル

壇
医
壇
覇
前
2
の
調
の
宣
9

▽
参
加
企
業
福
岡
地
区
、
筑
後
地
区
の
地

場
中
堅
企
業
を
中
心
に
m
社

北
九
州
会
場

▽
日
　
時
　
1
0
月
1
6
日
（
木
）

1
3
時
5
0
分
～
ュ
7
時

▽
勘
　
所
　
九
州
厚
生
年
金
会
館
会
憩
室

小
倉
北
区
大
王
心
1
2
の
3

▽
参
加
企
業
北
九
州
地
区
、
筑
豊
山
稜
の

鶉
中
堅
企
業
を
忠
に
5
0
杜

問
合
せ
先
福
岡
学
生
前
葉
セ
ン
タ
ー

0
9
2
（
1
1
4
）
1
5
5
6

本
人
は
陸
続
き
の
国
境
を
知
ら
す
、
主
と

し
て
大
和
民
族
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
国
で
、
家
族
親
族
の
む
す
ぴ
つ
き
や
、

地
域
社
会
の
封
建
色
の
強
い
社
会
生
活
の

中
で
、
憲
法
は
人
権
の
尊
重
を
規
定
し
て

い
て
も
、
日
常
生
活
の
中
で
は
、
十
分
に

板
を
お
ろ
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

馨
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
の
に
、
生
ま
れ
た
家
柄
に
よ
っ

て
結
婚
が
拒
否
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な

る
と
、
こ
れ
ほ
ど
い
わ
れ
の
な
い
さ
び
し

い
差
別
は
な
い
で
し
ょ
う
。

第
二
は
、
「
出
身
地
」
に
対
す
る
偏
見

です。

生
活
の
発
展
を
さ
ま
た
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
る
の
で

す。

移
転
の
自
由
」
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

国
民
は
、
日
本
国
土
の
ど
の
よ
う
な
所

に
生
ま
れ
、
育
ち
、
住
も
う
と
畠
な
は

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
生
み
、
今
日
　
は
は
み
、
人
権
の
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
い

で
も
婚
姻
な
ど
に
つ
い
て
、
家
名
に
こ
だ
　
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

わ
る
風
習
が
絶
え
な
い
の
は
そ
の
現
れ
で

す
。
．
家
名
を
乾
び
、
祖
先
を
敬
う
，
こ

の
言
葉
は
、
封
建
時
代
以
後
の
社
会
で
も

強
く
主
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

る
な
か
で
、
い
せ
ん
と
し
て
．
ど
こ
の
出

日
本
の
社
会
が
民
キ
花
さ
れ
た
と
言
わ
れ

に
影
響
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
戦
後

日
本
の
国
は
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
、
日

生
ま
れ
て
く
る
人
間
は
、
自
分
で
親
や

そ
の
結
果
、
今
日
で
も
人
権
の
侵
害
や

憲
法
は
一
手
二
条
で
、
「
国
民
の
居
住

第
一
は
、
「
家
名
」
に
対
す
る
偏
見
で

ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
態
や
就
職

こ
の
家
名
尊
重
の
行
き
過
ぎ
は
、
一
面

身
か
．
と
い
う
こ
と
が
、
生
活
の
発
展
を
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…
…
…
と
は
い
っ
て
も

無
理
を
せ
ず

自
分
の
年
齢
や

体
力
に
応
じ
て



（5）公㊧箇勉紺

画題聾　＿／＼：三時潔 

長い夏休みも終りました。 

伺冊の本を読みましたか？。図書室では8月1力 

月の問に3，500冊の本が貸し出しされました。 

幼児にとってはゆたかなイメージづくりのため！ 

小学生、中学生にとっては、広い視野と鋭い知性 

をみがくため！ 

読書を見なおしては…‥。 

新着国書（一触） 

田辺聖子・中山おし1号編I筑摩書房 

児宣 

第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

措
定
号
彊
捕
〉
出
場
者
募
集

▽
申
込
締
切
　
m
月
1
3
日
（
月
）

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

鍵
（
2
9
3
）
5
4
3
4

▽
日
　
時
　
1
0
月
2
6
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
揚
　
所
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
　
目
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
男
子
、
女

子
ダ
ブ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▽
目
　
時
　
m
月
郊
日
（
臼
）

開
会
式
　
9
時

襲
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
惑
技
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
チ
ー
ム
編
成
　
柳
歳
以
上
の
男
子
、
女
子

別
に
チ
ー
ム
を
編
成
、
親
授
者

数
は
4
人
と
す
る
。

▽
申
込
読
切
　
ュ
0
月
1
3
日
（
月
）

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

懇
（
2
9
3
）
5
4
3
4

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
最
近
人
気
の
あ
る
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
。
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
み

ん
な
で
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日
　
的
月
6
日
（
月
）
、
8
日
（
水
）

工
5
日
（
水
）
、
2
0
日
（
月
）

織
目
（
水
）

▽
時
　
間
　
い
ず
れ
も
1
9
時
5
0
分
か
ら

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
教
育
蚕
貝
会

▽
指
導
　
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

▽
対
　
象
　
成
人
男
女

▽
準
備
す
る
物
筆
筒
用
具
、
運
動
の
で
き

る
服
装
、
運
動
靴
（
上
は
き
）

▽
申
込
締
切
1
0
月
3
日
（
金
）
ま
で

▽
申
込
先
　
翼
電
会
教
育
課
体
育

係
（
英
公
民
館
内
）

館
（
2
9
3
）
1
3
5
5

河
市
　
営
　
遠

海
烏
の
羽
を
休
む
る
波
頭
遠
く
光
り
て
涼
し

ず
か
な
り
　
　
　
　
　
　
木
原
イ
ノ
エ

滑
り
止
め
残
り
し
後
の
馬
洗
場
を
川
底
に
見

せ
水
は
流
る
る
　
　
　
　
垂
広
　
路

断
崖
ゆ
青
海
の
ぞ
む
都
井
岬
野
生
馬
か
け
る

丘
果
て
し
な
さ
　
　
　
　
醇
咲
江

霜
の
あ
は
る
る
様
を
想
わ
せ
て
鳴
門
の
渦

潮
落
差
の
は
け
し
　
　
　
柴
田
　
房

海
肯
き
東
尋
坊
に
夫
子
来
て
湖
の
香
り
に
胸

ふ
く
ら
ま
す
　
　
　
　
　
高
崎
　
そ
の

園
圏
閣
鞋

池
田
幸
利
　
運

向
日
葵
や
孫
だ
の
も
し
き
口
こ
た
え

玉
野
信
鬱

耳
病
み
て
五
感
の
鈍
ぶ
る
酷
暑
か
な

和
多
　
田
子

庫
裡
表
に
振
る
汽
車
や
数
珠
の
玉中

村
千
代
女

秋
な
す
び
風
の
死
角
に
蛙
を
張
る三

村
　
妙
子

が
ら
ん
ど
う
の
ぽ
こ
ら
な
ら
ひ
て
填
し
ぐ
れ

加
藤
　
栄
子



（6）第395号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑰西勉餌

JL
どこの県のマー
クでしょう？

（答はこのペー
ジ左下に）

法務局（登記所）が移転します
福岡法務局水巻出張所（登記所）の新庁舎が

水楽節町役場南側に完成します。これにより10月
13日（月）からは新庁舎で業務を行います。

旧庁舎以上のこi利用をお願いいたします。
＞新住所　水巻町大字頃末855番地の14
Df電　話　（201）2558

お
馳
㊤
曾

目

口

夢

0

幼
稚
園
児
、
小
学
生
を
対
象
に
海
浜
公
園

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
生
文
蓬
莱
し
ま
す
。

賎
業
締
切
は
1
0
月
3
1
日
で
す
。

⑦
海
浜
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
締
切
m
月
3
1
日

※
③
、
④
、
⑤
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す。
※
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
、
作
品
送
付
先

海
の
中
道
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

福
岡
塵
界
区
西
戸
崎
ュ
8
の
2
5

衝
0
9
2
（
6
0
3
）
1
1
⊥
1
へ

余
裕
が
で
き
た
ら
繰
上
償
還

－
　
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
　
ー

み
な
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
住
宅

金
融
公
庫
資
金
は
、
国
の
財
政
轟
情
の
悪
化

で
、
こ
れ
か
ら
マ
イ

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
後
に
つ
つ
く
方
の
た
め
に
、
余
裕
の
で

ホ
ー
ム
取
得
の
た
め
　
　
　
＼

に
「
扇
・
低
利
・
　
〇

鯨
拍
せ
ん
」
の
公
武

資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
多
数
の
要
望
に

こ
た
え
る
た
め
に

き
た
方
の
こ
協
力
を

お
頭
い
し
ま
す
。

繰
上
返
済
の
手
続

は
、
現
在
返
済
金
を

払
込
中
の
金
融
機
関

に
申
し
出
て
く
だ
さ

あ
そ
び
に
来
ま
せ
ん
か

－
1
－
海
の
中
道
海
浜
公
園
か
ら
　
ー

は
、
資
金
に
余
裕
の
で
き
た
方
が
繰
り
上
げ

て
こ
返
済
い
た
だ
い
た
資
金
を
、
再
度
融
通

全
額
の
繰
上
返
済
に
限
ら
ず
、
一
都
の
繰

上
返
済
も
で
き
ま
す
。

夏
休
み
も
終
り
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
街
も

静
か
に
な
り
、
秋
を
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
に
な

り
ま
し
た
。
十
月
は
盛
り
た
く
さ
ん
の
催
し

物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

①
海
浜
公
園
フ
ェ
ア
　
0
0
日
～
ュ
2
日

孟
休
の
広
場
で
の
園
芸
植
物
の
即
売
や
、

志
賀
畠
特
産
の
海
産
物
を
販
売
し
ま
す
。

⑤
公
園
の
無
料
開
園
　
ュ
2
日

⑤
海
の
中
道
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
　
1
2
日

大
芝
生
広
場
で
、
ど
な
た
で
も
謬
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
Z
0
0
テ
ー
リ
ン
グ
　
1
9
日

秋
の
一
日
、
動
物
の
森
で
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

⑤
パ
タ
ー
ゲ
ー
ム
大
会
　
2
6
日

一
チ
ー
ム
三
名
で
ュ
8
ホ
ー
ル
の
ト
ー
タ
ル

ス
コ
ア
若
頭
い
ま
す
。

⑨
海
浜
公
園
写
生
コ
ン
ク
ー
ル

K
　
青
年
の
主
張
福
岡
県
大
会

HN
　
　
　
出
場
者
募
集

一
般
の
人
に
、
今
、
若
者
は
こ
う
考
え
て

い
る
ん
だ
〃
、
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
ま
せ
ん

か。
N
H
K
で
は
碧
い
世
代
の
清
新
で
建
設
的

な
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
年

の
主
張
福
岡
県
大
会
の
出
勤
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
開
催
日
　
⊥
1
月
1
6
日

▽
会
　
場
　
太
宰
府
市
立
英
公
民
館

▽
出
場
申
込
締
切
　
ュ
0
月
ュ
7
日

詳
細
は
、
N
H
K
福
岡
放
送
局

越
0
9
2
（
1
1
1
）
1
1
2
1
へ

パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ

入
門
講
座
な
ど
多
数

北
九
州
地
区
職
業
訓
練
協
会

す
ぐ
れ
た
技
能
を
身
に
つ
け
、
地
域
経
済

社
会
で
活
躍
し
て
い
た
た
く
た
め
、
各
種
の

技
術
講
習
を
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
の
入
門
静
座
を
は

じ
め
司
法
曹
司
受
験
講
座
な
ど
多
数
の
諦
座

を
用
意
し
て
、
み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
待
っ

て
い
ま
す
。

受
諾
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
や
申
し
込
み

は
、
北
九
州
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
八
幡
東

区
大
蔵
2
丁
目
1
3
の
1
）
　
田
へ
6
5
1
）

3
7
1
5
へ
ど
う
ぞ

県森青答



総合鰯診④回田
出 生 �浅 �中 �東 �東 �i芙西 �木 �i地 

津 �木 �央 �和 苑 �町 �蓉町 �守 �区 

16 �15 �13 �9 �10 月 7 �30 �9 月 26 �検 診 

日 �日 �目 �日 �日 �日 �日 �日 

木 �水 �月 �木 �火 �火 �金 �曜日 

浅 �浅 �英 区 �東 �東 �西 �木 �場 

木 ′ヽ �木 八 ��和 苑 �町 ／ヽ �町 ノヽ �守 ′ヽ 

rヽ 民 �Zj 民 �公 民 �公 民 �Zj 民 �二、 民 �：公 民 �所 

館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 

138 時時 30 �138 �139 時時 ーI �138 時時 30 �139 �139 時時 －1 �138 時時 30 �時 間 

30 ���11 

分 I〉 �分 1〈 ��分 I－ ���分 ー～ 

1511 時時 �1511 時時 �1511 時時 �1511 時時 �1511 時時 �1511 時時 �1511 時時 

義i塩奮　A
よ　　　こ｛
つ

砂　し　酒
塘　ま

つ
油

別
府
の
檎
珍
会
場
で

お
か
詣
き
ん
の

鯉
語
ヌ
ー
言
－

貧
血
予
防
の
料
理
㈲

レ
バ
ー
入
り

フ
ワ
フ
ワ
オ
ム
レ
ツ

材
料
（
四
人
分
）

鶏レバー

タ
マ
ネ
ギ

ニ
ン
ジ
ン

小
ネ
ギ

M
g

伽
g

00g
圃
田

中
さ
じ
1

小
さ
じ
1

小
さ
じ
L

細
g
（
4
個
）

小
さ
じ
％

少
々

大
さ
じ
3

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
　
大
さ
じ
4

レ
タ
ス
　
　
　
　
4
枚

ト
マ
ト
　
　
　
　
1
個

サ
ラ
ダ
油
　
　
　
大
さ
じ
4

作
り
方

①
レ
バ
ー
を
よ
く
水
洗
い
し
、
小
さ
く
そ

ぎ
切
り
に
し
て
、
牛
乳
に
つ
け
て
お
く
。

⑨
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
は
短
か
め
の
せ

ん
切
り
に
し
、
小
ネ
ギ
は
小
口
切
り
に

する。

⑧
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熟
し
、
レ
バ
ー
を

炒
め
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ

て
さ
ら
に
炒
め
、
A
で
調
味
す
る
。

⑪
タ
マ
ゴ
に
握
、
こ
し
ょ
う
を
入
れ
て
と

き
、
⑧
と
小
ネ
ギ
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ

せ
四
等
分
し
て
お
く
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熟
し
、
④
を
流
し

入
れ
て
は
し
て
か
き
混
ぜ
な
が
ら
ま
と

める。

⑤
皿
に
盛
り
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
、
レ

タ
ス
、
ト
マ
ト
を
添
え
る
。

⑦
い
た
だ
き
ま
す
。

遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会



）8（閲閲州
的⑬禽

三
二
手
書

予

防

接

種

の

申

込

み

方

法

各
予
防
接
蘭
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申

込
み
を
し
て
問
診
票
と
連
墨
田
を
受
領
し
て

下
さ
い
。

問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
種
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ポ

▽
接
親
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

リ

　

オ

m
月
1
日
（
水
）

受
付
　
ェ
3
時
m
分
～
ュ
4
時

授
与
　
1
3
時
0
0
～

中
央
公
民
館

生
後
3
ヵ
月
～
4
8
力
星
翁
の

乳
幼
児

昭
和
六
十
二
年
度
小
義
入
学
予
定
の

児
塾
を
対
象
に
、
健
康
診
断
と
簡
単
な
知

能
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
児
童
は
も

れ
な
く
受
診
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
m
月
ュ
7
日
金
）

受
付
　
ュ
2
時
5
0
分
～
ュ
3
時

検
診
　
ュ
3
時
～
ェ
6
時

▽
場
所
中
央
公
民
館

対
象
者
に
は
ハ
ガ
手
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い
嬰
口
は
教
育

委
員
会
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
間
合
先
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

＄
（
2
9
3
）
1
3
5
5

広
波
小
学
校
の
新
入
学
児

生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
（
な
る

べ
く
生
後
3
ヵ
月
～
1
8
カ
月
）

の
間
に
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
二
回
投
与

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
問
診
票

▽
注
　
惑
　
ポ
リ
オ
投
与
を
受
け
た
場
合

は
、
1
0
月
3
日
の
三
顧
混
合
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
種
混
合
　
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、鞄

m
月
3
1
日
（
金
）

n
月
2
6
日
（
水
）

1
2
月
1
9
日
（
金
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
英
公
民
館

▽
対
象
者

・
第
一
期
　
生
後
2
4
～
餌
カ
月
児

・
第
二
期
　
第
一
糊
塗
J
後
、
1
2
－
1
8
万

月
経
過
の
幼
児

▽
接
穂
方
法

・
第
一
期
　
四
回
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
三

回
接
種

・
第
二
期
　
四
回
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一

回
接
種

▽
持
参
晶
問
診
票
、
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
す
ぎ
た
幼
児
は

こ
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

傷
風
）
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

9
時
5
0
分
～
〃
0
時
5
0
分

役
場
保
健
室

生
後
3
ヵ
月
－
6
ヵ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
鷺
、
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

無
料

◎
期
　
日
　
1
0
月
1
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
役
現
保
健
室

▽
対
象
者
生
後
1
ヵ
月
～
ュ
2
カ
月
児

▽
持
哲
的
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

▽
料
　
金
　
無
料

◎
期
　
日
　
m
月
8
日
（
水
）

1
0
月
6
日
（
月
）

1
3
時
2
0
分
か
ら
ュ
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

産
前
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操
、
母
子
子
鹿
交
付

無
料

1
0
月
ュ
4
日
（
火
）

ュ
3
時
5
0
分
か
ら
工
5
時
5
0
分

中
央
公
民
館

妊
産
婦

調
理
実
習
、
家
族
計
画

エ
プ
ロ
ン

無
料



（9）舗西の彿　　　　　　　　　　　　第395号

鍾画のゴミ収集予定事⑪

国王玉 �木片類、竹類、木の葉、意などの 
バック、残飯類、競闘、強麓、布 ざれなど 

月　曜　日 �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 

と �広波、道営、松ノ本、上別府、虫 

木　掴　日 �生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 
老良 

火　曜　日 �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 

と �倍、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　田　日 �広漠の一部、上別府の一部 

10月のし尿収集予定衰
某日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（水） �西町、浅木の一部 �居能、若松、虫生洋 上別府（花園） 

2（木） �東町 �広渡 

3（金） �虫生活（薪屋敷を含む）、東町 �別府、木守 

4（土） �虫生活、木守 � 

6（月） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

7（火） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

14（火） � �別府、上別府（商家） 

些 �個体、見違、若松 � 
6（木） �旧停 � 

7（金） �費用 � 

8（D �遠賀川、新町 � 

0（月） �新町 �鬼津 

1（火） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

22（水） �新町 �諜丸増謹畿：轡、 

竺埜〕 �新町 � 
24（金） �新町 � 

25（土） �鬼津、若松、別府（高瀬）、別府 � 

沈（月） �上別府、頚木、虫豊津、別府 �鬼津、若松、松の本、道管 

（火） �今古賀、尾崎、別府 � 

29（水） �上別府、木守、鬼津、若松、尾 � 

30（木） �襲木 �老良 

31（金） �着実台、遺言、堂塔寺 �浅木、鬼津（小鳥掛）、島津、 誰当誰　▲＿当 

東
洋
医
学
に
つ
い
て
　
㈲

折
尾
田
中
藍
婦
人
料
医
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の

遭
い
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
ま
で
東
洋
医
学
と
い

う
と
、
生
薬
を
ト
ロ
火
で
煮
る
煎

じ
薬
を
思
い
浮
べ
、
民
間
療
法
の

一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
西
洋
医
学
よ
り
古
い
経

験
と
、
立
派
な
学
問
体
系
を
持
っ

て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
日
本
に

破
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

大
変
い
い
質
問
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
千

八
百
年
前
、
後
漠
の
時
代
に
、
日
本
で
は
飛

鳥
時
代
に
、
す
で
に
傷
霊
講
と
い
う
医
学
書

が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
と
し
た
医
学
思
想
が

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
病
気
や
症
状

と
い
う
の
は
、
生
体
が
病
因
に
対
す
る
防
衛

反
応
の
表
れ
と
喝
破
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

病
気
を
陰
と
陽
に
分
け
、
陽
と
は
勝
ち
い
く

さ
の
状
態
、
陰
を
負
け
い
く
さ
の
状
態
と
定

め
、
そ
の
お
の
お
の
を
第
一
第
二
、
笹
こ
と

分
け
ま
し
た
。
従
っ
て
病
気
は
六
つ
の
郷
の

ど
れ
か
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
病
婦
の
症
状
や
治
掠
方
針
や
処
方

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
八
百
年
前
で
す
か
ら
血
圧

計
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心
電
図
あ
る

い
は
、
抗
生
物
質
も
あ
る
は
ず
が

な
い
の
に
、
ど
う
い
う
方
法
で
病

気
を
診
断
し
た
の
で
し
ょ
う
が
。

問
診
、
脈
診
、
腹
診
、
舌
鯵
の
四
つ
で
す

▽
脈
診
　
宜
誓
示
指
十
薬
指
の
三
本
を
手

の
横
骨
動
脈
の
上
に
あ
て
て
脈
を
診
ま
す
。

あ
る
い
は
強
く
、
あ
る
い
は
弱
く
動
脈
を
圧

し
て
診
る
の
か
特
徴
で
す
。
多
少
専
門
的
で

す
が
、
脈
の
感
じ
を
浮
（
フ
）
、
沈
（
テ
ン
）
、

数
（
サ
ク
）
、
遅
（
チ
）
、
弦
（
ケ
ン
）
、

緊
（
キ
ン
）
、
滑
（
カ
ツ
）
、
徴
（
ビ
）
、
大

洪
曾
イ
コ
ウ
）
、
謝
（
コ
ウ
）
、
伏
（
フ

ク
）
、
弱
（
シ
ャ
ク
）
、
細
小
（
サ
イ
シ
ョ

ウ
）
、
縞
（
ケ
ツ
）
、
綴
（
カ
ン
）
な
ど
の

表
現
が
あ
り
ま
す
。

▽
腹
診
脈
珍
は
中
国
人
が
抜
群
に
上
手
で

す
が
、
腹
鯵
は
日
本
で
特
に
発
達
し
た
の
で

す
。
今
日
の
医
学
で
も
腹
部
の
触
診
は
行
い

ま
す
が
、
漢
方
の
腹
診
は
抜
刀
を
垂
嬰
祝
し

ま
す
。
腹
力
か
強
い
と
き
は
強
実
、
実
、
や

や
実
と
し
て
体
力
の
充
実
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
腰
刀
か
弱
い
と
き
は
無
力
、
軟
、
や
や

軟
と
し
て
、
い
ず
れ
も
体
力
が
弱
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。
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1 �水 �町　民　体　育　祭 出場∴謹白鮨切 �17：00まで �勤労者体育 センター �体育係上るって参加く帥 �� 
乳　　児　　相　　談 � �役揚保健室 �保鯛生係17カ月－12カ月児 ��8ページ 

ポリ　オ　予　防　接　種 �13：10－ �中央公民館 �保鮪生保13カ月－48カ月児 ��8ページ 

2 �木l �少年相撲大会監督会議 　　　　） �19‥00＿　i �勤労者体育 センター �体　育　係 �体育部長 � 

定例体育指導委員会 �19：30－ �中央公民館 �体　育　係 �体育指導委員 � 

三種混合予防接種 �13：10－ �中央公民館 �保健衛生係 �24カ月一舶カ月児 �8ページ 
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6 �1 月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦　母子手帳交付 �8ページ 
勤労者体育 センター �体　育　係 �成人男女の申込者 講義、実技 �5ページ 

7 �火 L �総　　合　　検　　診 � �東町公民館 �保健雑係南緯の受付は ��7ページ 家庭教育学級⑨ � �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生 � 

健康体操教室⑤ � �勤労者体育 センター �体　育　係 �健康体操教室生 � 

8 �水 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健雛係上カ月－6滴児 ��8ページ 
勤労者体育 センター �体　育　係 � �5ページ 

9 �木 く i �総　　合　　検　　診 � �東和苑 公民館 �保健衛生係 �胃ガン検診の受付は 11；00まで �7ページ 
遠賀中間地区 老人大学社会見学 � �久留米市 �車会輔係 」 �老人大学生 � 

● �金 �第21回 遠賀町民体育祭 �1 �組　合 運動公田 グラウンド �体　育　係 �みんなできてね〃 �5ページ 

11 �土 �老人クラブ会長会 �10：00－ �老人憩の家 �福　祉　係 � � 

12 �日 �少　年　相　撲　大　会 �9：30－ �木守区 相撲場 �体　育　係 �小中学生 団体戦、個人戦 � 

13 �月 【 �総　　合　　検　　診 � �中央区 公民館 �髄衛生係国縫の受付は ��7ページ 

悪癖。警〉相　談 � �公民館別館 �軽蕩麿 �この機会をぜひご利用 ください �2ページ 

民生児童委貝　会 �10：00－ �役∴∴∴揚 第2会誌室 �福　祉　係 �民生児童委員 � 

14 �火 �i 健康体操教室（D � �勤労者体育 センター �体　育　係 �健康体操教室生 � 

妊　　婦　　相　　談 � �中央公民館 �保健雑係1妊産婦∴調理実習 ��8ページ 

15 �水 �総　　合　　検　　診 �8：30－11：0 �浅木公民館 �保健衛生係 �胃ガン検診の受付は 11：00まで �7ページ 
勤労者体育 センター �体　育　係 � �5ページ 
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